
◦
調
査
の
概
要

　
災
害
復
旧
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
等
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
三
高
地
区
木
ノ
下

川
沿
川
と
、
令
和
３
年
度
末
に
復
旧
工
事

を
終
え
た
岸
根
入
口
付
近
の
市
道
美
能
21

号
線
の
現
地
調
査
を
行
い
、
委
員
会
で
協

議
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
木
ノ
下
川
周
辺
で
の
被
害
の
大
き
さ
と
、

発
災
か
ら
４
年
に
な
る
の
に
復
旧
工
事
が

完
了
せ
ず
、
安
全
安
心
な
生
活
環
境
を
取

り
戻
せ
て
い
な
い
状
況
を
改
め
て
確
認
し

た
。
発
災
年
を
含
め
て
５
年
と
い
う
国
の

補
助
期
限
に
鑑
み
れ
ば
、
令
和
４
年
度
が

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
受
注
業
者

へ
の
指
導
対
応
を
強
化
さ
れ
た
い
。

㊟　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
箇

所
の
復
旧
は
令
和
４
年
11
月
に
全
て
完
了

し
た
。
一
方
で
、
令
和
５
年
12
月
20
日
時

点
で
、
令
和
３
年
災
害
の
県
に
よ
る
復
旧

工
事
６
カ
所
は
な
お
施
工
中
で
あ
る
。

◦
調
査
の
概
要

　
ご
み
問
題
の
現
状
把
握
と
課
題
の
分
析
、

市
内
民
間
事
業
者
へ
の
運
転
業
務
委
託
の

状
況
や
施
設
を
運
営
す
る
上
で
の
課
題
等

を
把
握
す
る
た
め
、市
内
環
境
３
施
設（
リ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
・
環
境
セ
ン
タ
ー
・
前
処

理
セ
ン
タ
ー
）
の
現
地
調
査
を
行
い
、
委

員
会
で
協
議
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
環
境
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
に
、
各
施
設
の
現
状
把
握

と
適
切
な
運
転
管
理
や
機
器
管
理
、
施
設

の
定
期
点
検
と
更
新
等
の
実
施
等
を
盛
り

込
む
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
ご
み
の

分
別
や
再
資
源
化
に
つ
い
て
粘
り
強
く
啓

発
を
続
け
、
ご
み
の
総
量
削
減
に
よ
り
施

設
の
長
寿
命
化
を
は
か
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

◦
調
査
の
概
要

　
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
内

外
で
３
Ｒ
、
す
な
わ
ち
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発

生
抑
制
）・
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）・
リ
サ

イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
本
市
で
は
、
不
法

投
棄
や
ご
み
分
別
の
誤
り
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
現
地
調
査
を
行
い
、
委
員
会

で
協
議
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
カ
メ
ラ
の
設
置
や
警
察
と
の
連
携
に
よ

り
、
監
視
体
制
を
強
化
さ
れ
た
い
。
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
な
い
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
改
善
計
画
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ご
み

の
減
量
化
や
環
境
意
識
を
育
む
取
り
組
み

に
期
待
す
る
が
、「
ご
み
の
有
料
化
」
は

不
法
投
棄
を
助
長
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、

慎
重
な
検
討
を
求
め
る
。
モ
ラ
ル
向
上
の

た
め
、
啓
発
活
動
に
は
さ
ら
に
注
力
さ
れ

た
い
。

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

ご
み
問
題

不
法
投
棄
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令
和
５
年
11
月
か
ら
、

新
た
な
体
制
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

レ
モ
ン
団
地
整
備
事
業

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

福
祉
問
題

市内各地で地域ぐるみの
取り組みを進めよう！

歩歩江田島（大柿町大君）での
現地調査の様子

令和５年12月時点で5.7haを集積

◦
調
査
の
概
要

　
株
式
会
社
鈴す

ず
な
り生
か
ら
の
「
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
す
ば
ら
し
い
沖
地
区
で
レ
モ
ン

を
栽
培
し
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
を
契

機
と
し
て
、
広
島
県
の
農
地
中
間
管
理

機
構
の
事
業
で
大
規
模
な
農
地
集
積

を
進
め
て
い
る
（
令
和
４
～
８
年
度
）。

遊
休
農
地
の
解
消
や
農
業
用
水
の
利
活

用
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
江

田
島
レ
モ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
レ
モ
ン

栽
培
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
等
が
課
題

と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
課

か
ら
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
委
員
会
で

協
議
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
総
工
費
２
億
８

０
０
０
万
円
（
予

定
）
の
う
ち
、
１

割
が
本
市
の
負
担

と
な
る
。
事
業
費

の
負
担
増
が
な
い

よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。
ま
た
、
人

材
の
確
保
や
育
成

等
に
つ
い
て
は
十

分
に
検
討
さ
れ
た

い
。

◦
調
査
の
概
要

　
本
委
員
会
は
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
切
実
な
声
を
受
け
止
め
て
、
イ
ノ
シ

シ
対
策
に
係
る
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

市
は
、
今
後
、「
総
合
防
除
（
防
護
、

環
境
改
善
、
捕
獲
の
一
体
的
な
取
り
組

み
）」
に
注
力
す
る
と
の
方
針
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
出

席
し
、
講
師
と
意
見
交
換
を
し
た
後
、

委
員
会
で
協
議
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
堂
山
宗
一
郎
氏
（
農
研
機
構 

畜
産

研
究
部
門 

主
任
研
究
員
）
の
セ
ミ
ナ

ー
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
を
動
画
で
示

し
、
市
民
が
で
き
る
具
体
的
か
つ
効
果

的
な
対
策
を
示
す
講
義
で
あ
っ
た
。
被

害
を
減
ら
す
た
め
、
市
は
も
っ
と
積
極

的
か
つ
主
導
的
に
市
民
に
働
き
か
け
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
進
め
ら
れ
た
い
。

◦
調
査
の
概
要

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

国
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域
福

祉
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、

株
式
会
社
歩ぽ

ぽ歩
の
運
営
す
る
児
童
発
達

支
援
事
業
所「
歩
歩
江
田
島
」と
共
同
生

活
援
助
施
設「
パ
ラ
レ
ル
」の
現
地
調
査

を
行
い
、
委
員
会
で
協
議
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
電
気
代
の
高
騰
や
利
用
者
の
お
む
つ

代
の
負
担
、
通
所
受
給
者
証
取
得
基
準

の
厳
し
さ
（
※
）
等
、
事
業
者
や
利
用

者
の
窮
迫
し
た
状
況
が
あ
る
。
国
県
へ

の
要
望
等
も
視
野
に
、
施
策
の
充
実
を

は
か
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
発
達

障
害
の
こ
ど
も

た
ち
へ
の
理
解

が
深
ま
る
よ
う
、

住
民
向
け
の
講

演
や
研
修
等
の

実
施
を
求
め
る
。

※　
令
和
５
年
10
月
以
降
の
更
新
申
請

に
つ
い
て
、
療
育
の
必
要
性
を
証
明
す

る
書
類
の
提
出
を
省
略
し
、
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。




